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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成25年8月15日(2013.8.15)

【公表番号】特表2013-500713(P2013-500713A)
【公表日】平成25年1月10日(2013.1.10)
【年通号数】公開・登録公報2013-002
【出願番号】特願2012-522282(P2012-522282)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/16     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/21     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7056   (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ   1/68    　　　Ｚ
   Ｃ１２Ｑ   1/68    ＺＮＡＡ
   Ａ６１Ｐ  31/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/16    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/66    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/18    　　　　
   Ａ６１Ｋ  31/7056  　　　　
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月26日(2013.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ｃ型肝炎に感染した被験体における非自発的Ｃ型肝炎除去に対する感受性を判定する方
法であって、前記被験体から得られた生体サンプルから単離した核酸サンプル中のＩＬ２
８Ｂ／Ａ遺伝子座及び／又はＩＬ－２９遺伝子座における少なくとも１つの多型マーカー
の有無を判定することを含み、
　前記少なくとも１つの多型マーカーがｒｓ１１８７９００５、ｒｓ１２９７５７９９、
ｒｓ１１０８３５１９、ｒｓ９５５１５５、ｒｓ１２９７２９９１、ｒｓ１２９８０２７
５、ｒｓ８１０５７９０、ｒｓ１１８８１２２２、ｒｓ１０８５３７２７、ｒｓ８１０９
８８６、ｒｓ８１１３００７、ｒｓ８０９９９１７、ｒｓ７２４８６６８、ｒｓ１６９７
３２８５、ｒｓ１０８５３７２８、ｒｓ４８０３２２３、ｒｓ１２９８０６０２、ｒｓ４
８０３２２４、ｒｓ６６４８９３、ｒｓ５７６８３２、ｒｓ１１６７１０８７、ｒｓ２５
１９１０、ｒｓ７３５９９５３、ｒｓ７３５９９５０、ｒｓ２０９９３３１、ｒｓ１１６
６５８１８、ｒｓ５７０８８０、ｒｓ５０３３５５、ｒｓ３０４６１、ｒｓ１９４０１４
、ｒｓ２５１９０３、ｒｓ１２９７９１７５、ｒｓ３９５８７、ｒｓ３０４８０を含む群



(2) JP 2013-500713 A5 2013.8.15

から選択される少なくとも１つのＳＮＰと関連する多型性部位である、Ｃ型肝炎に感染し
た被験体における非自発的Ｃ型肝炎除去に対する感受性を判定する方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つの多型マーカーが、配列番号１～配列番号３４を含む群から選択さ
れる配列から本質的になる核酸セグメント中に位置する、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つの多型マーカーが、請求項１に定義された群から選択される少なく
とも１つのＳＮＰと完全な又は強い連鎖不均衡にある多型性部位である、請求項１に記載
の方法。
【請求項４】
　前記多型マーカーが、請求項１に定義された群から選択される少なくとも２つのＳＮＰ
の組み合わせである、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項５】
　前記多型マーカーがｒｓ８０９９９１７のＧ／Ｔ、ｒｓ８０９９９１７のＧ／Ｇ、ｒｓ
５７６８３２のＣ／Ｇ、ｒｓ５７６８３２のＣ／Ｃ、ｒｓ１２９８０２７５のＧ／Ａ、ｒ
ｓ１２９８０２７５のＧ／Ｇ、ｒｓ１１８８１２２２のＧ／Ａ、ｒｓ１１８８１２２２の
Ｇ／Ｇ、ｒｓ８１１３００７のＴ／Ａ、ｒｓ８１１３００７のＴ／Ｔ、ｒｓ７２４８６６
８のＡ／Ｇ、ｒｓ７２４８６６８のＡ／Ａ、ｒｓ８１０５７９０のＣ／Ｔ、ｒｓ８１０５
７９０のＣ／Ｃ、ｒｓ１２９７２９９１のＣ／Ａ、ｒｓ１２９７２９９１のＣ／Ｃ、ｒｓ
４８０３２２３のＧ／Ａ、ｒｓ４８０３２２３のＧ／Ｇ、ｒｓ８１０９８８６のＡ／Ｃ、
ｒｓ８１０９８８６のＡ／Ａ、ｒｓ９５５１５５のＡ／Ｇ、およびｒｓ９５５１５５のＡ
／Ａを含む群から選択され、前記被験体の非自発的Ｃ型肝炎除去に対する感受性が増大し
ていることの指標とされる、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項６】
　前記慢性Ｃ型肝炎がＨＣＶのウイルス遺伝子型１、２、３又は４によって引き起こされ
たものである、請求項１～５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　前記被験体から得られた生体サンプルから単離した核酸サンプルにおいてＨＣＶウイル
ス遺伝子型を判定することを更に含む、請求項１～６のいずれか一項に記載の方法。
【請求項８】
　前記被験体がＨＩＶに同時感染している、請求項１～７のいずれか一項に記載の方法。
【請求項９】
　Ｃ型肝炎に感染した被験体において、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法に従っ
て非自発的Ｃ型肝炎除去に対する感受性を判定するためのキットであって、
　ｉ）前記被験体から得られた生体サンプルから単離した核酸サンプル中のＩＬ２８Ｂ／
Ａ遺伝子座及び／又はＩＬ－２９遺伝子座における少なくとも１つの多型マーカーの有無
を選択的に検出するための試薬と、
　ｉｉ）使用説明書と、
を含む、Ｃ型肝炎に感染した被験体において、請求項１～８のいずれか一項に記載の方法
に従って非自発的Ｃ型肝炎除去に対する感受性を判定するためのキット。
【請求項１０】
　前記試薬が前記ウイルス遺伝子型の検出を対象とする別のプライマー、プライマーセッ
ト又はプライマーアレイを更に含む、請求項９に記載のキット。
【請求項１１】
　前記被験体がＨＩＶに同時感染している、請求項９又は１０に記載のキット。
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